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賀学区だより
第476号（毎月 1回）

令和 5年 1月 1日

編集発行

矢賀学区連合町内会

矢賀学区社会福祉協議会

矢
賀
学
区
連
合
町
内
会

会
長
大
田
正
憲

,~ 

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の
お
疫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
昨
年
は
三
年
続
き
の
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
で
、
町
内
の
人
々
が
集
ま
り
密
と
な
る
こ
と
を

私
が
議
員
の
先
生
方
と
共
に
三
十
五
年
間
、
避
け
る
た
め
に
、
町
内
行
事
の
「
盆
踊
り
」
や

町
内
会
の
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
来
ま
し
た
が
、
「
秋
祭
り
」
が
中
止
と
な
り
、
寂
し
い
一
年
と

こ
こ
三
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
な
り
ま
し
た
。

大
で
、
町
内
会
の
行
事
が
開
催
す
夏
の
一
夜
、
浴
衣
姿
で
「
盆
踊
り
」
を
踊
る

る
こ
と
が
出
来
ず
残
念
で
し
た
。
人
々
、
そ
の
光
景
を
夕
涼
み
を
兼
ね
て
眺
め
る

唯
一
令
和
四
年
十
一
月
十
九
人
々
・
・
・
盆
踊
り
の
風
景
で
す
ね
。

日
①
矢
賀
小
学
校
開
校
一
五

0

秋
の
一

8
、
太
鼓
の
先
導
で
「
み
こ
し
」
が

『
~つL
-

バ

9
5周

年
を
迎
え
盛
大
に
記
念
式
典
町
内
を
練
り
回
り
、
大
勢
の
人
々
が
家
の
戸
口

,
"
．

が
で
き
、
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
で
、
見
て
、
楽
し
む
・
・
・
秋
祭
り
の
風

高

]

び

申

し

上

げ

ま

す

。

景

で

す

ね

。

『

私

も

来

賓

と

し

て

出

席

し

、

喜

不

思

艤
な
こ
と
に
行
事
が
中
止
に
な
る
と
、

，

び
の
祝
辞
が
で
き
た
こ
と
は
、
こ
様
々
な
状
態
や
場
面
が
な
っ
か
し
く
思
い
だ
さ

の
上
な
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
れ
て
き
ま
す
。

た

。

伝

統

あ

る

町

内

行

事

は

い

つ

ま

で

も

続

い

て

s

町
内
会
と
し
て
一
日
も
早
く
欲
し
い
も
の
で
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
終
息
し
て
今
年
が
皆
様
に
と
っ
て
健
康
で
実
り
多
く
、

皆
様
と
相
対
日
が
来
る
こ
と
を
楽
し
い
一
年
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い

す

。

ま

す

。

[
 

期
待
す
る
も
の
で

終
わ
り
に
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
し
て
、
私
の
挨
拶

と
し
ま
す
。

息
長
山
本
和
登

i
 

横
断
中
旗
を
設
置

設置された横断中旗

広
島
東
防
犯
組
合
連
合
会
か
ら
、
横
断
中
旗

を
い
た
だ
き
矢
賀
小
学
校
北
門
前
・
矢
賀
三

T

目
の
横
断
歩
道
の
二
か
所
に
設
置
し
ま
し
た
。

小
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
横
断
す
る
と
き
は
旗
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

矢
賀
学
区
防
犯
組
合



(3)令和 5年⑳沿年 1月18 矢賀 学 区 だ よ り 矢 賀 学 区 だ よ り 令和5年(2(m~1 月 1 日 (2)

謹賀新年
今年もよろしく

お願い致します。
令和5

 
年 賀れ

矢賀字正連合町内会

云 廷 矢賀字正社会枯社協該会炉 ‘‘

謹 賀 新 年 謹賀新年
「デジタルモノづくり」と「人づくり」で新しい価値を創造する

炉~,E+~ 亀E
美グリール

ヘアー＋ケア

広島市東区矢賀~-12-18

日~082-287-2877

)!(3Dプリンターによる各種モデル（デザィノ、マスター、パターンモデル）

)!(3Dプリンターによる精密鋳造品・各種鋳造品 (ZAS、FC、FCD)

＊鋳造用金型試作用プレス金型・樹脂成形用金型(RIM、ブロー、 INJ)

＊車体溶接治具・自動化装雌 ~ 

゜(~, ~ 
、如.....』 !謡i

謡令西製作所
本 社 〒732-0044広島市東区矢賀新町5丁目渚全17号

TEL (082)286--0661 FAX {082)286-3989 

矢頁工場 〒732-0044広島市東区矢賀新町5丁目渚全17号

TEL (082)281-2295 FAX {082)282-5120 

海田工場〒736--0055広島県安芸郡海田町南明神町2番14号

TEL (082)822-2166 FAX {082)822-9175 

E-mail : info@imanishi.co.jp URL : https://www.imanishi.eo.jp/ 

謹 賀 新
部会案

藝大滋建設土げ泣
代表取締役社長

金 村賢

ISO 9001 
ISO 14001 
ISO 45001 
認証取拇

本社
〒

年

広場市賣区女葺加4丁目 1番6号
TEL (082)285-4661閥
FAX (082)285-4617 
E置吐l:ocmasaRoamsa. co. jp 

迎 春
C- 一- =・＇.. - 三: -

全ての病浣図亮”囮濯箆受他ヽたします

■開局時闇
9:00-18:00(月・火•水•金）
9:00-13:00(木•土）

■定休日

日曜・祝日・1月1-3日

広島市東区矢賀二T目8-17

TEL CB2-BHll33 
FAX <112-園o-a双

矢
賀
学
区
自
主
防
災
会
迪
合
会

会
長
正
田
修

~~-,•til!' 
.、

l 
，． ＇ 
I 

会議の様子

矢
賀
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

「
新
し
い
町
づ
く
り
会
識
」

議
長
向
谷
敦
志

0
8
 0(
6
3
1
7
)
1
0
5
2
 

譴
普通救命講習会の様子

.. 

.. 
,-'I・, 1. 

- I 

・し・
・ヽ

•一

~-叩---'-'

十
二
月
十
日
①
に
広
島
東
消
防
署
で

普
通
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

矢
賀
学
区
か
ら

19
名
が
参
加
し
、
応
急

手
当
の
紹
介
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し
た
の
ち
、

東
消
防
署
の
方
か
ら
心
肺
そ
生
法
に
つ
い

て
学
び
、
人
工
呼
吸
の
方
法
や

A
＆
以
面
取

り
扱
い
に
つ
い
て
人
形
を
歪
ナ
ル
に
訓
練
し

ま
し
た
。

十
二
月
十
五
日
巾
に
矢
賀
中
央
集
会

所
で
、
矢
賀
学
区
新
し
い
町
づ
く
り
会
議

と
合
同
で
「
新
た
な
協
力
体
制
」
の
棉
築
に

む
け
た
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

矢
賀
学
区
連
合
町
内
会
・
矢
賀
学
区
社

会
福
祉
協
識
会
ほ
か
各
種
団
体
か
ら
参

加
頂
き
、
新
し
い
町
づ
く
り
会
議
の
メ
ン
バ

ー
と
合
同
で
、
来
年
度
以
降
の
矢
賀
学
区

の
取
組
み
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

今
後
は
こ
の
会
議
を
「
矢
賀
学
区
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
（
仮
称
）
設
立
準
備
委
員
会
」

と
改
め
、
下
記
の
組
織
図
（
案
）
の
部
会
ご

と
に
事
業
内
容
を
検
討
し
て
、
四
月
か
ら

の
立
ち
上
げ
に
向
け
て
準
備
を
進
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

部
会
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

普
通
救
命
講
習
会
を開

催

「
新
た
な
協
力
体
制
」

構
築
に
向
け
た
会
議
を

開
催

矢賀学区まちづくり委員会（仮称）組織図（案）

」迅た鎚決閣） ※学区内のまちづくり活動を全体的に統括し、計頭的に推進

主な業務：粗譴運営、事業の悶甕年度別零菓計国・収支予算書作成、一話交付金申謂及び配分、広報など

' '  総会

活動・一行部門（畢鼻犯胎掃00)

塩内容
（新規事

＇塾を部会
で追加）

迎H~回体
（組定）



(5)令和 5年以四硝 1月18 矢賀 学 区 だ よ り 矢 賀学 区 だ よ り 令和 5年⑳沿年 1月1日(4)

請t 賀 ¥r~
謹んで新年のお慶びを申し上けます 謹賀

寿老匝l

8
 

リサイクル資源

買い取りセンク＿
アルミ缶・古紙

1 あけぽの 寿老園 I 

・ジョートステイ ・デイサーピス
・鳩11・ ーステージョン
直宅介謹支媛事業所 ・

・サーピス付き高齢者向け住宅
T弓1:Q眩—!;ie$-2!;i~-'1

•特別螢匿老人畜ーム
・ジョートステイ

Tel:082-568-6541 

広島市東区曙 1丁目 1-28

t-:, v'tざ （児鉱発逹文扱）

本、v'tt和'j'I放乳［後等テイ州ビス）

士、ナガt-.:,i甲症児，i虹）『文閾

デイサービスエナジー（通所介護）

戸二1;1~1;り~_1~スI)、式会社
tutti (重前児西所麟） ,~ 社E

広島市束区矢賀四丁目 9番 5号 ~., ッ一
082-282-1575 

新年

〒732知 5
広市束17-15

株式会社坂商

ISO 14001 :2004 
TEL(082) 263-1765 

初詣•初日の出は

男崎神社へ

参拝時間

（東区矢

1 月 1 日 0 時~2時 •7時.....15時

10時

1月2日・ 3日

3T目）

歳旦祭

9時~16時

駐車場あります

謹

賀

新

年繍
式
食
鯰

P
-
E
 

代

表

車

綺

役

寺

尾

博

明

〒

7321血
広
島
市
東
区
矢
賀
新
町
＿
丁
目
ニ
ー
八

阻

(
O八
二
）
＝
＿
八
四
ー

01
＝
＿
九
三
囮

淋

(
O八
二
）
二
八
四
ー
四

0
三
三

謹賀新年

ぷと考づ
●肉玉そば 700円から

雪鑽騎間 11:30~14:00 
18:00~22:00 

（直は火•土のみ）

体日 ＊・日・攣日

広島市東区矢賀 1-8-6
※嗣●蠣 1台あり

070-2351-4501 
（電望i予籍承り蓼疇')

雪業時閏 AM9: 30-
定 休日 日疇日・祭日
営業先 東区東蟹屋町19-9
電 話 082-263-3530

小酉忍

謹賀新年

元祖中国風冷糎

新華園
愚 732-0042

広島市東区矢賀四丁目12-20

8 284-4496 

謹賀祈年

ながたクリニック
永田秀之

内科・胃腸内科・呼吸器内科

外・肛門外科

リハビリテーション科・漠方内科

〒万滋稟2-8-18

（矢賀駅前）

ft (082) 890-1119 
FAX(082)8叩 2228

詞i~麟

鯰邸恵◎：ぶ翠心
KAHUHOU::1176 

0
覚
法
寺

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

（
こ
の
た
び
は
鐘
つ
き
を
ご
遠
慮
い
た
だ
き
ま
す
）

ど
な
た
さ
ま
も
お
気
軽
に
お
参
り
く
だ
さ
い
。

が
ん
た
ん
え

元
旦
会

1
月
1
日

0
時
よ
り
（
深
夜
）

23
時

20
分
よ
り

謹
賀
新
年

じ

ょ

や

え

除
夜
会

1
2
月
3
1
日

謹賀新年

今年もあナうじマイスタ+~が
皆楊のrきれいにしたい」をお手伝い致します．

闘サニクリ—:,中国
［広島支店］

〒732-0042広島市東区矢賃 6丁目 1-3
TEL. (082)880-1132 

鴨 賣 新 会
聾舅に特化したケアで楓布哀讐！

お Iこ
お閏い合わせください1

姿勢堂
グループ

厨中鑽灸援骨饂
（イオンモール府中2F)

(082)-284-345S 
鼠骨院
（段累ショッピングセンター4F)

(082)-264-1561 

あけましておめでとラこさいます
飛翔会グループ

ケアウイング曙
〒732-0045 東区曙5丁目3-312F/3F 

TEL/082-568-6102 WEB/www.hishokai.or.jp 

みんなが元気になるための複合施設
●デイサービス
●脳卒中歩行機能訓練

●接骨院・鍼灸院

●トレーニングジム
お気軽にご利用•お問合せください



(7) 令和 5年(20'23~1 月 1 日 矢賀 学 区 だ よ り 矢 賀学 区 だ よ り 令和 5年⑳沿年 1月1日(6)

謹賀新年

睾文明堂総本店

おいしいカステラ

ご用意してます

おひとつからどうぞ

~ 広島市東区矢賀1丁目7-21

'Jil.0120 (77) 0002 . 

営業時間： 9:oo ..... 1e:oo 

東
山
興
業
株
式
会
社

広
島
市
東
区
東
山
町
一
三
番
一
号

電

話

五

六

八

ー

0
六
八

0
番

F
A
X

五
六
八

I
O六
八
五
番

謹

賀

新

年

迎 春
本年もどうぞよろしく

お願い申し上げます。

広島曙郵便局
〒刀広5-匂

春
[

賀
[

有限会社はと設計事務所
--fl! 廷簗士事務所登鍔 99(113239号
測量稟者 登録第(1)27634号

匹奴遭霞山本茂満

〒732-0044

広島市東区矢賀新町5丁目6-9
電話： 082-890-0288 
FAX : 082-890-0289 

医療法人社団

謹んて新春の
お慶びを申しあげます

豊島医院
豊島仁院

診璽時闇
。午前 8:30-12:30 
。午後 14:00-15:00
。往診 15:00-16:30
。午後 16:30-18:00
（木）・(±)午前中のみ
（日）・（祭）休診

長

● 732如

広島市剰空環一丁目6-26
1R(082) 281-1612 
暉 (082)281-1622 

矢賀デイサーピスセンター
1R{082) 581-1212 

謹賀新年
〇 匿讀滋人たか記さ会

山崎病院
広鼻言車区上遍暴1T目 2ヽ—9

TEL 012-210-1234 

介●老人録・鱒戴

ウェルフェア
広鳥言車匡上遍贔1T昌21-6

TEL 012-280-3720 

介霞付言書綱老人＊ーム

メイブル馬木
広●霞東区●木7T国 1994-1

TEL 082-199-5858 

宮
地
デ
ン
タ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク

宮

地

謙

．
歯
科
一
般
・
小
児
歯
科

頌謳
東
区
曙
五
丁
目
三

1
=
!O
 

電
話
五

0
六
ー
＿
＿
八
四

春 謹んて新年の

ご挨拶を中 l上げます

ゲストハウスウェディング

琴“嘉
BELFRY GARDEN 

ペルフリーカ・ーデン

--切でぐ

TEL(082)283-7077 

新年おので~? ~· ざいます
すべての警輯器が、連動して火災をお知らせ！

--((l{ 
＾ 品'

需縁式遍勤型住宅用火災冒鴫難

~ 国軍檜定合格晶

:oo支：冒［言：：；g塁塁誓召喜誓：5~ 言塁塁晶『『I

迎各
本年も、 《味の感動》を

お届けいたします

一季節の味に心をこめて一

ひろしま景弁
広島駅弁当株式会社

広島市東区矢賀5丁目,-z
8(082)286-0181 

＝＝＝祝弔生花・葬
. . 創奮鴫和六阜 ・・

ffi a.t紐玉
,.. 晨シクシク

TEL 261-4949 
....aw• —IUJp llRL 
玉麗ご祖朧サロン（本社前）
（賣用・手順・れ布饂•

“ 

暮豪場//I:屋サンクスキール
餓ゑ＊通燐"~

〒
七
三
二

・
0
0四
三

広
島
市
東
区
東
山
町
十
五
番
＿
号

電
話

0
八
ニ
・
ニ
六
四

'
1
0
0
1
1
:

医
療
法
人
ワ
カ
サ
会

ワ
カ
サ
・
リ
ハ
ビ
リ
病
院

暉

賀

新

年

謹んで新春の
お慶びを申し上げます。

広島信用金庫

愛宕支店
広島市東区愛宕町4-7

T且082-262-4191 

温品支店
広島市東区温品7丁目 11-31

Ta082-289-2811 
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五「ももたろう」

迄ら

創立150周年を記念して募集した

子供たちのJI(柳と学校の写真⑲粕亡過去）

昨
年
は
、
矢
賀
小
学
校
創
立
百
五
十

周
年
記
念
式
典
を
行
う
な
ど
、
本
校
に

と
っ
て
節
目
の
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
地

域
と
学
校
が
と
も
に
あ
る
こ
と
の
大
切

さ
を
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
昨
年
十
二
月
十
日
に
ア
ス
テ

ー
ル
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
た
「
文
化
の
祭

典
（
こ
と
ば
の
部
）
」
で
、
第
四
学
年
の
岡

方
に
褒
め
て
い
た
だ
き
、
次
へ
の
意
欲
に
繋

が
る
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

十
二
月
十
五
日
は
、
な
か
よ
し
コ
ン
サ

ー
ト
で
地
域
の
方
の
ピ
ア
ノ
演
奏
を
鑑
賞

し
、
十
六
日
に
は
、
長
寿
会
の
皆
様
の
ご
支

援
を
い
た
だ
き
数
年
ぶ
り
の
も
ち
つ
き
会

を
行
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
豊
か
で

深
い
体
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。
四
月
、
就
学
、
進
級
を
迎
え
る

頃
に
は
、
園
生
活
で
培
っ
て
き
た
力
を
発

揮
し
、
伸
び
や
か
に
飛
び
跳
ね
る
よ
う
に

成
長
し
た
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

三
学
期
も
健
康
管
理
に
十
分
気
を
付

け
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
様
方
に
は
引
き
続
き
、
幼
稚

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

広
島
市
立
矢
賀
幼
稚
園

園
長
木
村
み
ゆ
き

矢賀幼稚園HP

＊
予
定
は
感
染
症
等
の
状
況
に
よ
り

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

＊
令
和
五
年
度
園
児
募
集
受
付
中

崎
晴
く
ん
が
読
書
感
想
文
を
発
表
し

ま
し
た
。
約
二
万
点
と
い
う
応
募
作
品

の
中
か
ら
選
ば
れ
た
十
二
作
品
中
の
一

っ
と
な
り
ま
し
た
。

読
書
感
想
文
の
タ
イ
ト
ル
は
、
「
心
の

運
転
手
」
。
あ
ま
ん
き
み
こ
さ
ん
の

「
車
の
い
ろ
は
空
の
い
ろ
」
に
登
場
す
る
タ

ク
シ
ー
運
転
手
の
松
井
さ
ん
の
や
さ
し

さ
や
人
柄
に
触
れ
た
心
あ
た
た
ま
る
文

章
で
し
た
。
大
き
な
ス
テ
ー
ジ
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
張
り
の
あ
る
声
で
、
堂
々
と

発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

小
学
校
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も

た
ち
の
「
こ
と
ば
」
を
育
む
取
組
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

園
教
育
へ
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

一
月
の
予
定

4
日
⑱
一
斉
閉
庁
日

10日

oo-―
一
学
期
始
業
式

17
日
OO
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

20
日
⑥
な
か
よ
し
広
場

21
日
由
幼
稚
園
フ
ェ
ス
タ

2
3
日
⑪
代
休

方
日
⑥
う
さ
ぎ
ル
ー
ム

新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
一
年
も
、
皆
様
に
と
っ
て
希
望

量iilt.噌
「文化の祭典」で発表した岡矯くん

冬
も
い
よ
い
よ
本
番
を
迎
え
て
寒
い

日
が
続
い
て
い
ま
す
。
風
が
冷
た
く
な

り
吐
く
息
も
白
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
子
ど
も
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ん

で
い
ま
す
。

毎

H
、
子
ど
も
た
ち
の
会
話
を
聞
い

た
り
一
緒
に
話
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
す

る
こ
と
は
私
た
ち
に
と
っ
て
は
元
気
の
源

で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
優
し
い
気
持

ち
に
癒
さ
れ
た
り
も
し
ま
す
。

と
て
も
良
い
環
境
の
中
で
、
あ
っ
と
い

う
間
に
年
末
年
始
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
も
児
童
館
は
、
保
護
者
の
皆
さ

ま
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
運
営
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
も
残
り
3
ヶ
月
と
な
り
ま
し

た
が
一
月
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の
傍
で

成
長
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

先
日
、
児
童
館
に
地
域
の
村
上
様
よ

り
手
作
り
の
「
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
」
を
寄

付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
早
速
、
子
ど

も
た
ち
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
ま
し

に
満
ち
溢
れ
た
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。広

島
市
立
矢
賀
小
学
校

校
長
村
中
真
由
美

目函＂
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
も
皆
様
方
か
ら
温
か
い
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
は
伸

一

月

の

行

事

び

伸

び

と

元

気

に

過

ご

す

こ

と

が

で

き

ま

9
日
閥
冬
季
休
業
終
了
し
た
。
本
年
も
干
支
「
癸
卯
」
の
よ
う
に
、

10
日
肉
学
校
朝
会
四
校
時
授
業
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
花
開
き
実
り
始
め
る

給

食

開

始

一

年

に

な

り

ま

す

よ

う

、

職

員

一

同

子

ど

12
日
困
短
縮
四
校
時
授
業
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
、
幼
稚
園
生
活
を

16
日

固

ク

ラ

ブ

よ

り

充

実

さ

せ

て

ま

い

り

た

い

と

思

い

ま

18
日
困
四
年
生
校
外
学
習
「
頂
載
」
す
。

23
日

⑪

給

食

週

間

昨

年

十

二

月

四

日

、

本

園

第

五

十

六

回

24
日
困
児
童
朝
会
（
な
わ
と
び
集
会
）
の
生
活
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。
四
歳
児

25
日
困
三
年
生
校
外
学
習
五
歳
児
と
も
に
、
友
達
と
一
緒
に
表
現
す

「
安
全
マ
ッ
プ
町
探
検
」
る
楽
し
さ
を
味
わ
い
な
が
ら
活
動
に
取
り

27
日
面
た
ん
ぽ
ぽ
学
級
校
外
学
習
組
み
、
当
日
は
換
気
や
休
憩
を
し
な
が
ら

「
サ
ン
リ
ブ
」
剌
や
歌
や
合
奏
を
じ
っ
く
り
と
保
護
者
の

方
に
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
保
護
者
の

方
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
子
ど
も
た
ち

は
安
心
し
て
舞
台
で
発
表
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
初
め
て
の
生
活
発
表
会
を
楽

し
ん
だ
四
歳
児
も
、
昨
年
の
姿
か
ら
一
段

と
成
長
を
見
せ
た
五
歳
児
も
、
保
護
者
の

方
の
温
か
い
眼
差
し
と
拍
手
の
応
援
を
カ

に
精
一
杯
表
現
し
ま
し
た
。
発
表
を
終
え

降
園
時
に
は
、
満
足
感
か
ら
ほ
っ
と
し
た

表
情
を
見
せ
た
子
ど
も
た
ち
。
保
隈
者
の

「
新
年
の
お
巖
ひ
を
申
し
あ
げ
ま
す
」

令
和
五
年
癸
卯
年
が
明
け
ま
し
た
。
皆

た。ゲ
ー
ム
を
す
る
前
段
階
で
、
一
人
3

球
ず
つ
渡
し
て
的
を
目
指
し
て
投
げ
る

練
習
を
し
ま
し
た
。
「
ど
う
投
げ
た
ら
い

い
の
か
？
」
「
力
の
加
減
は
？
」
な
ど
1
球

投
げ
終
わ
る
ご
と
に
子
ど
も
た
ち
が
そ

れ
ぞ
れ
考
え
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
最
初
は
と
ん
で
も
な
い
方
向
に
飛

ば
し
て
し
ま
う
子
ど
も
も
い
ま
し
た
が

調
整
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
子
ど
も
同

士
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
合
う
姿
も
あ
り
ま

し
た
。
初
め
に
、
「
本
来
は
『

21
点
』
ジ
ャ

ス
ト
に
す
る
ゲ
ー
ム
だ
け
れ
ど
今
日
は

ま
ず
投
げ
る
練
習
を
し
て
み
よ
う
。
」

と
い
う
こ
と
で
始
め
た
の
で
す
が
、
子
ど

も
た
ち
は
点
数
を
計
算
し
な
が
ら
や
っ

て
お
り
終
わ
っ
た
と
き
に
「
あ
と
何
点
だ

っ
た
。
」
「
あ
っ
ち
の
列
は

11
点
だ
っ
た
の

に
4
点
し
か
取
れ
ん
か
っ
た
。
」
な
ど
す

で
に
対
戦
モ
ー
ド
に
入
っ
て
い
る
よ
う
で

し
た
。1

回
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
上
手
く
い
か

ず
「
だ
め
だ
よ
。
」
と
泣
き
そ
う
に
な
っ

た
子
ど
も
が
2
回
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
3

球
と
も
的
に
か
か
り
、
そ
の
内
1
球
は
、

な
ん
と
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
5
点
の
ラ
ッ
キ

ー
な
得
点
！
本
人
は
も
ち
ろ
ん
み
る
み

る
表
情
が
明
る
く
な
り
飛
び
上
が
っ
て
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の
大
喜
び
で
し
た
が
、
周
り
の
子
ど
も
た

ち
が
み
ん
な
で
「
す
ご
い
！
ま
じ
で
す
ご

い」「

0
0
君
、
す
ご
い
！
」
な
ど
称
え
て

自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
手
を
た
た
い
て

喜
ん
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

そ
ん
な
光
景
に
、
矢
賀
の
子
ど
も
た

ち
の
素
直
さ
、
俊
し
さ
を
ま
た
ま
た
実

感
し
ま
し
た
。

職
員
ま
で
が
と
て
も
幸
せ
な
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
も
意
欲
満
々
な
の
で
次

回
は
、
試
合
形
式
で
行
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

寄
付
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

最
近
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
対

策
に
よ
り
、
児
童
館
を
利
用
す
る
お
子

さ
ん
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
令
和
五
年

は
子
ど
も
た
ち
が
「
児
童
館
に
行
き
た

い
！
」
と
、
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
と
弾
ん
で
来
て

く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

利
用
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ
児
童
館
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

広
島
市
矢
賀
児
童
館

【
新
年
の
始
ま
り
！
！

1

年
を
元
気

B
嘩
J

し
て
い
く
た
め
の
健
康
づ
く
り
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
？
】

新
年
に
な
り
、
皆
さ
ん
も
新
し
い
事
を

始
め
た
く
な
る
季
節
で
す
ね
。

冬
は
外
に
出
る
の
が
寒
く
て
つ
い
つ
い
家

の
中
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
と
な
り
、
運
動

不
足
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
状
態
に
な
り

ま
す
。
し
っ
か
り
運
動
を
し
て
健
康
づ
く

lーず -r·~~ 

．・';a1: 吋 ．
,_ .. ' ;~, 晦

慶臼馳

-------r . 
ーグ

~ 
ヽ暑`，'i·• ヽ

鴫

ラダーゲッタ-練習の様子

冬
の
運
動
の
効
果

基
礎
代
謝
は
一
般
的
に
夏
が
低
く
、
冬

が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
積
極
的
な
運

動
は
、
基
礎
代
謝
量
の
増
加
や
脂
肪
を
減

ら
す
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
冬
の
間
に

運
動
を
開
始
し
て
お
く
と
、
春
の
基
礎
代

謝
量
減
少
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

筋
肉
の
維
持
や
向
上
に
も
役
立
ち
ま
す
。

冬
の
運
動
の
荏
恵
点

①
冬
は
寒
冷
の
影
響
で
、
体
温
の
発
散

を
防
ぐ
た
め
に
血
管
が
収
縮
し
て
血

圧
が
上
が
り
や
す
く
な
り
、
心
臓
ヘ

の
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
寒
い

と
筋
肉
も
収
縮
し
て
硬
く
な
り
、
筋

肉
や
靭
帯
、
腱
な
ど
の
損
傷
も
起
こ

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
運
動
前
は
し

っ
か
り
ス
ト
レ
ッ
チ
や
体
操
の
準
備
運

動
を
行
い
身
体
を
温
め
て
運
動
を
行

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

②
外
に
出
る
と
き
は
、
な
る
べ
く
朝
・
夜

の
冷
え
込
み
時
間
は
避
け
、
で
き
る

だ
け
日
中
の

H
が
差
し
込
む
時
間
に

十
分
に
防
寒
し
て
外
出
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

二
菓
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

OCi)3Ri 

③
冬
場
で
も
体
内
の
水
分
は
失
わ
れ
や

す
い
た
め
、
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を

行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
特
に
高
齢
者

や
高
血
圧
な
ど
の
持
病
が
あ
る
方
は

脱
水
を
起
こ
し
や
す
く
な
る
の
で
、

意
識
し
て
水
分
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

健
康
つ
く
り
に
大
事
な
の
は

9

る
」
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
社
会
参
加

す
る
B
冷
江
蚤
震
だ
な
っ
て
き
ま
す
。

日
本
全
国
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
調

査
研
究
に
よ
る
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

や
町
会
・
自
治
会
な
ど
へ
の
社
会
参
加
へ
の

活
動
割
合
が
高
い
地
域
ほ
ど
認
知
症
リ
ス

ク
が
低
い
と
い
っ
た
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
で
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
は

生
活
に
充
実
感
が
得
ら
れ
、
さ
ら
に
、
小

さ
な
こ
と
で
も
役
割
を
持
つ
こ
と
は
、
「
生

活
の
満
足
感
」
に
繋
が
る
こ
と
が
、
要
因
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
い
き
い
き
百
歳
体
操
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ご
近
所
さ
ん
と
一
緒
に
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
な
ど
の
運
動
を
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
？


